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NEC取り組み事例ご紹介

技術革新(AI等）が進展する中での労使コミュニケーションに関する検討会
第2回

2020年1月17日

NEC 佐藤 千佳

KMKME
テキスト ボックス
資料４




本日のアジェンダ

• NEC概要

• 労使コミュニケーション事例

• Project RISEご紹介

• AI・RPA活用業務事例

• 効果と課題
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NEC（日本電気）について

従業員数

単独 20,252人(2019.3末）

正社員 約19,800人、パート社員 約50人
契約社員 約400人

連結 110,595人(2019.3末）

創業

1899年（創立120周年）

売り上げ

2兆9,134億円(2019年3月期）

連結子会社数

327拠点169の国と地域
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1899-
電話機・交換機

1946-
有線/無線通信機

1981-
パソコン・携帯・半導体

2013-
“社会ソリューション事業”

ICTサービス

事業の変遷

2018-
Digital
Transformation
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労使コミュニケーション（従来型）

交渉・協議・意見の聴取 開催頻度 使用者側の参加者 労働組合または労働者側の

参加者

取り扱う事項

ワークシステム検討委員会 月１回程度 人事総務部 労働組合執行部 生産性向上、賃金、労

働時間等、福利厚生

労使協議会

（全社およびBU毎に開催）

年２回 【全社】社長・副社長・チー

フオフィサー、

【BU】各BU長、担当執行役

員

労働組合執行部 経営に関する事項

コンプライアンスホットライン 常時 経営監査本部等 NECグループの役員・従業員

（嘱託、パート含む）、派

遣社員、資材取引先の従業

員（請負作業者含む）

人権ホットライン 常時 人事総務部 全社員・派遣労働者が利用

可能

従業員サーベイ 年複数回 人材組織開発部 全社員 全般
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変革プロジェクト “Project RISE” 始動

2018年7月 社員の力を最大限に引き出す改革を断行

強靭で柔軟な企業文化を再構築し、力強く成長し続けるNECの実現

Project RISE
NEC 119年目の大改革

Project RISEとは、NECグループの社内変革プロジェクトの総称です
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2018年1月 2020中期経営計画を発表

収益構造の改革 成長の実現 実行力の改革
社員の力を最大限に引き出す

 経営の結果を厳しく問う

 イノベーティブな行動や挑戦を促す

 市場の変化・複雑化にスピーディーに対応する
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変革のキードライバー

経営力の
再構築

Project
RISE

Code of Values

浸透と
マインドセットチェンジ

プロセスと
仕事の
シンプル化

社員の
主体性と創造性
を引き出す
しくみ

オープンで
分かりやすい
コミュニケーション

責任の明確化と
フェアな評価

経営層

現場層

ソフトハード
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コミュニケーション改革 ～ 社員とつながるコミュニケーション ～

対話型 / 双方向 フィードバックの循環

 心を動かし行動変容を促すメッセージ と その届け方

 VOE（Voice Of Employees）を集めて施策へ反映

 パルスサーベイで社員の変革の実感値をモニタリング
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社員の声と徹底的に向き合う
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写真削除
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社員の声と徹底的に向き合う

人事評価制度とその運用への疑問(フェアネスの欠如)

 人材育成への課題視（教育・研修機会の量・質含む）

事業戦略とその具体的な実行計画のあり方に対する疑問

 無駄な仕事が多く、過去踏襲型の非効率なしくみ

 スピードを損なう体制と業務プロセス

 大企業病、責任の所在の不明確さ、決断力の課題

 外的志向のない内向き文化、保守的で時代遅れの文化

 トップマネジメント・リーダーシップへの要望

 リーダーシップコミュニケーションへの要望

 ビジョン提示と末端までの浸透
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コミュニケーション改革 ～ グローバル社員とつながるコミュニケーション ～
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コミュニケーション改革 ～ 社員とつながるコミュニケーション ～

組織を代表し変革をリードするチェンジエージェント

 共通する現場課題を全社視点で
変革

 Project RISEに関する
エバンジェリスト

（第1期 総勢31名、第2期 総勢80名）

© NEC Corporation 2019

写真削除
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NECのいまと未来を育む 私たちの活動基点

BASE（ Co-working Space）
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社員の変革の実感値

 自身のCode of Values実践度 4 pt UP

 業務効率化の進捗 13 pt UP

 「スマートな働き方」の実践度 25 pt UP

コミュニケーション改革 ～ 社員の変革の実感値をモニタリング ～

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

●One NEC サーベイ
（年1回）

パルスサーベイ
（年4回）

10月 1月 4月

パルスサーベイで見る
変革の進捗

2018年度 2019年度 2020年度

7月 10月
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コミュニケーション改革 ～ 社員の変革の実感値をモニタリング ～

パルスサーベイの結果はすべてWebで公開
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行動基準 ｜ Code of Values

 視線は外向き、未来を見通すように。
社会の変化に興味を持ち、未来に先回りして、新しい価値をお客様に提供できているか？

 思考はシンプル、戦略を示せるように。
本質的に考え抜き、シンプルでクリアな目標へ向け、強みを生かした戦い方を描けているか？

 心は情熱的、自らやり遂げるように。
課題を直視し、自分事化し、意志と情熱をもって、勝つことにこだわりつつ挑戦しているか？

 行動はスピード、チャンスを逃さぬように。
不確実性を受容し、走りながら考える柔軟な態度で、チャンスを逃さずアイデアを実行に移しているか？

 組織はオープン、全員が成長できるように。
体面や立場を気にせず、互いを高め合い、全員が活躍し成長できているか？

© NEC Corporation 2019



18 © NEC Corporation 2019





20 © NEC Corporation 2019

AI・RPA活用による業務の自動化 ① 経理・財務系 計上審査業務

売上計上に必要な情報をRPAで自動照合し、売上計上審査業務を自動化

契約 伝票入力

申請
ﾊﾞｯｸ
ｵﾌｨｽ

審査

財務諸表の
適性性担保

販売システム
経理システム

受注計上
売上計上

 監査法人の同意を得て実施

 400時間以上／月の削減

RPAで自動化
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AI・RPA活用による業務の自動化 ② 社内問合せ対応業務

コーポレートスタフ系の社内問合せ対応業務をチャットボットで自動化

※ コーポレートスタフ系業務： 人事・総務・法務・輸出管理・環境管理 等
※ チャットボット： テキストや音声を通じて会話を自動的に行うプログラム
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AI・RPA活用による業務の自動化 ③ 従業員による経費精算業務

従業員一人ひとりが行う、交通費等の経費精算業務を自動化

スケジューラのデータから移動先や会社の入退記録を
AIが把握。チャットボットを利用して内容確認、AI・
RPAにより交通費精算の申請から承認までを自動化。

（社内実証済）

AIが交通ルートを探索

AIが交通費精算を上司
の関根さんに承認依頼

↓
関根さんはチャット上で
確認し、承認

ICカードリーダーにタッチ

交通系ICカードに蓄積した利用区間情報を、
専用リーダーで読み取り、Concurに自動投入。

（実運用中）

Concurに
自動取り込み
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労使コミュニケーション：効果と課題

• コミュニケーションの変革＝
ビジネス／カルチャー変革

• 「通知する」⇒「伝える」⇒
「伝わる」への進化

• フィードバックを取り込むこ
とで“巻き込み”強化

• 外部からの認知を活用し、エ
ンゲージメント向上

課 題

• リーダー・マネージャーのコ
ミュニケーション能力向上

• バーチャルとリアルのバラン
ス確保

• 会社と組合の役割分担/コラボ
レーションの新しい形

効 果




